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※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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11日（金）＝社会面など東日本大震災から11年 被災地の今
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東日本大震災から11日
で11年となります。この
日の朝刊では、津波で両
親を失った福島県の漁師
が漁業復興に懸ける姿を
追います。
震災が起きてから時間

が過ぎ、被災者の支援は

縮小されがちな傾向にあ
ります。そんな厳しい環
境の中で、被災地に生き
る人々の苦悩と現況を伝
え、各地で今も続く行方
不明者の捜索や、追悼行
事などもまとめます。
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７日（月）＝特集ワイド

気候変動対策に女性の声を
８日（火）＝環境面
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世
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も
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国際的にはジェン
ダー平等は気候変動
対策の基本の一つで、
対策に女性の視点が
欠かせないとされて
います。気候変動対
策の国際枠組み「パ
リ協定」の前文にも
「男女間の平等」が

明記されています。
なぜ女性の視点が重
要なのか、ジェン
ダーと気候変動の問
題に詳しいＮＧＯ
「環境・持続社会」
研究センターの遠藤
理紗事務局次長＝写
真＝に聞きました。

ロシア料理として
知られるボルシチ＝
写真＝は、もともと
はウクライナの郷土
料理だったといいま
す。ロシア語の通
訳・翻訳者でカフェ
のオーナー、村山敦
子さん（67）は週１

日だけとっておきの
ボルシチを店に出す
といい、ユーラシア
料理研究家の粟津葉
子さん（54）もボル
シチ好きが高じてウ
クライナで「武者修
行」したそうです。
カフェとキッチンか

ら、戦火にあるウク
ライナやボルシチへ
の愛情を語ってもら
いました。

ボルシチから知るウクライナ

３
月
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー


